
【シラバスⅡ】令和８年度 評価規準 

教科名 公民科 科目名 公共 

時期・単元 内容のまとまり 知識・技能 思考・判断・表現等 主体的に学習に取り組む態度 

４月～７月 Ａ「公共の扉」 

○自らの体験などを振り返ること

を通して，自らを成長させる人間

としての在り方生き方について理

解している。 

○選択・判断の手掛かりとして，

行為の結果である個人や社会全体

の幸福を重視する考え方や，行為

の動機となる公正などの義務を重

視する考え方などについて理解し

ている。 

○人間の尊厳と平等，個人の尊

重，民主主義，法の支配，自由・

権利と責任・義務など，公共的な

空間における基本的原理について

理解している。 

○自立した主体が，他者との協

働により当事者として国家・社

会などの公共的な空間を作る存

在であることについて、多面

的・多角的に考察し，表現して

いる。 

○倫理的価値の判断において，

行為の結果を重視する考え方

と，行為の動機となる公正など

の義務を重視する考え方などを

活用し，人間としての在り方生

き方を多面的・多角的に考察

し，表現している。 

○公共的な空間における基本的

原理について，思考実験など概

念的な枠組みを用いて考察する

活動を通して，個人と社会との

関わりにおいて多面的・多角的

に考察し，表現している。 

○公共的な空間を作る私たち，公

共的な空間における人間としての

在り方生き方，公共的な空間にお

ける基本原理について，よりよい

社会の実現を視野に，現代の諸課

題を主体的に解決しようとしてい

る。 

                      



８月 

～ 

１０月 

Ｂ「自立した主体としてより

よい社会の形成に参画する私

たち」 

主として法に関する事項 

○法や規範の意義及び役割，多様な契約

及び消費者の権利と責任，司法参加の意

義などに関わる事柄と課題を、現実社会

に即して理解している。 

○法，政治及び経済などの側

面を関連させ，自立した主体

として解決が求められる具体

的な主題を設定し，合意形成

や社会参画を視野に入れなが

ら，その主題の解決に向けて

事実を基に協働して考察した

り構想したりしたことを，論

拠をもって表現している。 

○現実社会の諸課題について，

よりよい社会の実現を視野に，

現代の諸課題を主体的に解決し

ようとしている。 

１０月 

～ 

１２月 

Ｂ「自立した主体としてより

よい社会の形成に参画する私

たち」 

主として政治に関する事項 

○政治参加と公正な世論の形成，地方自

治，国家主権，領土，我が国の安全保障

と防衛，国際貢献を含む国際社会におけ

る我が国の役割などに関わる事柄と課題

を、現実社会に即して理解している。 

１月～２月 

Ｂ「自立した主体としてより

よい社会の形成に参画する私

たち」 

主として経済に関する事項 

○職業選択、雇用と労働問題，財政及び

租税の役割，社会保障の充実・安定化，

市場経済の機能と限界，金融の働き，経

済のグローバル化と相互依存関係の深ま

りなどに関わる事柄と課題を、現実社会

に即して理解している。 

２月～３月 
Ｃ「持続可能な社会づくりの

主体となる私たち」 

 

 

 

○現実社会の諸課題につい

て，よりよい社会の実現を視

野に，現代の諸課題を主体的

に解決しようとしている。 

○持続可能な社会について，よ

りよい社会の実現を視野に，現

代の諸課題を主体的に解決しよ

うとしている。 

主な評価方法 
定期考査 １００％ 定期考査 ８０％ 

レポート ２０％ 

行動観察 １００％ 

＊出席態度、グループ・ディス

カッションや新聞発表、ディベ

ートなどへの取り組み 

その他    

 


